
＜ 発表タイトル＞ On local solutions of the Ramanu-
　jan equation and their connection formulae

　2012年 7月 7日から7月 16日まで、ギリシアの
クレタ島にて開催されたNonlinear Evolution Equa-
tions and Dynamical Systems (NEEDS) 2012に参加
し、ポスターセッションおよび口頭発表をおこない
ました。この中で私は、「ラマヌジャン函数に付随
して現れるq-超幾何型発散級数についてq-差分方
程式の接続問題という観点からアプローチし、q-ボ
レル -ラプラス手法を用いることにより、世界第２
例目となる“q -ストークス係数”を具体的に与えた」
という研究内容を発表いたしました。
　様々な研究者との交流の中で、本研究に関しての
重要な指摘を頂きました。更に、より広い函数族を
対象とした新たな研究の萌芽に触れることができた
今回の会議は、とても貴重な機会でありました。本
会議で得た知識・発想を今後の研究に反映させ、q-
ストークス現象の解明を含む諸問題に向けて努力し
てゆきたいと考えております。
　どうもありがとうございました。
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